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12月定例会 

　12月定例会は12月６日に招集され、20日ま
での15日間の会期で開きました。今定例会で
は報告２件、令和６年度一般会計補正予算につ
いてなどの議案14件が提出され、慎重に審議
を行いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・承認・可決しました。
　一般質問は12月18日、19日に行われ、９議
員が町政全般にわたり質問しました。

第516回定例会 令和6年度一般会計補正予算を可決 令和6年度一般会計補正予算を可決 令和6年度一般会計補正予算を可決 令和6年度一般会計補正予算を可決 

賛否の分かれた議案等 

※前川議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。
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１ 

○ ○ 

○ ● 

○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
特別職に属する常勤の職員の給与に関す
る条例及び議会議員の議員報酬、費用弁
償及び期末手当に関する条例の改正

三
輪
一
朝
 

条　例 

全員賛成で同意・承認・可決した議案等 
概　要 議　案　名 概　要 議　案　名 

固定資産評価審査委員会委員の選任 中塚英利氏を選任

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 1748万７千円増額（総額19億228万７千円）

一般会計補正予算（第４号） １億3940万円増額（総額104億190万円）

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 672万５千円増額（総額３億4492万５千円）

介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 360万円増額（総額18億5470万円）

人　事 

条　例 

令和6年度 
補正予算 

水道事業会計補正予算（第１号）
収益的支出の営業費用を199万８千円増額し支出
総額を４億19万８千円、職員給与費を199万８千
円増額し3962万８千円とする

工業用水道事業会計補正予算（第１号）
収益的支出の営業費用を81万８千円増額し支出総
額を4851万８千円、職員給与費を81万８千円増額
し950万５千円とする

その他 

報　告 

収益的支出の営業費用を649万８千円減額し支出
総額を10億237万２千円、資本的支出の建設改良
費を38万４千円増額し支出総額を９億4915万９千
円、職員給与費を605万円減額し5856万８千円と
する

下水道事業会計補正予算（第１号）

一般職の職員の給与に関する条例の改正
人事院勧告に基づき、期末手当を0.05月分、勤勉
手当を0.05月分それぞれ引き上げるとともに給料
も引き上げる（平均3.0％）

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の改正 人事院勧告に基づき給料を引き上げる

非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の改
正

投票所及び期日前投票所の投票立会人を、交替制
により選任した場合における報酬の額を定める

姫路市及び福崎町における連携中枢都市圏形成に係
る連携協約の一部変更

デジタルインフラ整備やデジタル技術を活用した
介護分野での新たな連携を行うにあたり、連携協
約の一部を変更する

専決処分の承認（一般会計補正予算（第３号）） 衆議院議員総選挙及び兵庫県知事選挙に係る費用
2080万円増額（総額102億6250万円）

専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 物損事故における損害賠償の額を３万7400円と定
め和解する

専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 物損事故における損害賠償の額を53万200円と定
め和解する
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　一般会計補正予算（第４号）は歳入歳出それぞれ１億3940万円を追加し、補正後の予算総額を
104億190万円としました。

令和6年度 一般会計補正予算（第4号） 

項　　　目 内　　　　　容 金　　額 

道路新設改良及び橋梁補修事業の国庫補助事
業の令和５年度実施分に対する補助金（令和
６年度交付分）

社会資本整備総合交付金及び
道路メンテナンス事業補助金

5000万円

人件費（特別職を除く）
人事院勧告・人事異動などによる給料・報酬
・職員手当の増額

１億748万7000円

財政調整基金繰入金 一般財源不足を補うため7480万円

前年度繰越金 一般財源不足を補うため754万円

償還金 町税及び国・県補助金等の過年度還付金2751万6000円

主な補正内容 

趣　旨 
　投票所及び期日前投票所の投票立会人を交代制によって選任した場合の報酬を規定します。

改正内容 
　報酬額に職務時間数を乗じ、これを投票所を開く時刻から投票所を閉じる時刻までの時間数で除し
て得た額（当該額に１円未満の端数があるときは、これを切り捨てた額）を支給

非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例を改正 

歳入 

歳出 

　　時間には柔軟性を持たせるか。それとも固定か。 

　　　　　条例上は柔軟に対応できるような改正内容ですが、当日の投票立会人（13投票所）
を各集落の区長に人選いただく中で区長会からこのような要望があり、それを踏まえ、段階
的にということで半分ずつとしていきたいと考えています。

　　当日投票所の投票立会人の報酬：12300円×（6.5時間／13時間）＝6150円 

問
 
総務課長 

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意 

中 塚　英 利氏
つかなか としひで

住 所 
福崎町八千種 

任 期 
令和6年12月20日から3年間 

固定資産評価審査委員会委員とは 
　固定資産課税台帳に登録され
た評価額に対する不服申し立て
があった場合に評価額の審査、
決定を行います。町長が議会の
同意を得て任命します。非常勤
で、任期は３年です。

豆 知 識 

特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び議会議員 
の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の改正 討論 討論 

反対討論（要旨） 
　基本的には、特別職といえど生活を保障していくことは重要な課題であると考える。いくらでもカット
してよいとは考えていない。しかし、福崎町は今、財政危機が叫ばれ、行政改革でサービスの切下げが計
画されている。さらに下水道料金の引上げも計画され、私は公営企業管理者の存在等について議論をして
いる。また、一般質問でも明らかになったように、来年度は国民健康保険税の値上げ等も考えられる。
　そういう中で最近の新聞等で福崎町の特別職の一時金は中・西播の中で高い水準であることも明らかに
なっており、町民の関心も高まっている。述べたような条件の中で、現在、福崎町の特別職には危機感な
ど感じられない。したがって、今回の議案に対して私は素直に賛成することはできない。

小 林 　博  
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総務文教常任委員会 

委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　石 川 　 治  
委　　員　河 嶋 重一郎 
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　冨 田 昭 市  
委　　員　松 岡 秀 人  
委　　員　三 輪 一 朝  

総務文教常任委員会 二十歳のつどい実施日について 
　９月の決算審査特別委員会において委員から参加者の準備の都
合があるため、二十歳のつどいの実施日を早く決定し、周知する
よう要望があった件について、改めて質問がありました。教育長
から、今後、日程については教育委員会主導で決定し、実行委員
会で了承をもらうという流れにし、原則成人の日に行うと発言が
ありました。

令和7年度予算編成方針 

歳　入：町税では個人町民税が想定より収入が増える見込み
歳　出：最低賃金の引上げや人事院勧告等により人件費にかかる経費が今後増加予定
財政調整基金：３億円台の繰入れが必要となる可能性が高い

町財政の見通し（令和6年度） 

今後について 

本町の財政状況（令和5年度決算） 

　町税等の一般財源の伸びは期待できない一方、最低賃金の引上げや令和７年度からの地域手当
の支給などによる人件費の増加、公債費の高止まりや神崎郡ごみ処理施設の建設、中播消防署の
建替、道路新設改良費など投資的経費の増加が見込まれ、当面は非常に厳しい財政運営を強いら
れることになります。このような状況にあっても第６次総合計画の実現に向けて取り組みを推進
する一方、第６次行政改革実施計画に基づく事業の見直しや自主財源の増収を図るなど、将来世
代に負担を先送りすることのないよう努めていく必要があります。

　令和７年度予算編成にあたり、町民生活や社会経済状況、財政状況について職員一人ひとりが
認識した上で行政改革を推進するとともに各種施策・事業の選択と集中を徹底し、限られた財源
を最大限有効に活用することで持続可能な行財政運営を確保しつつ、必要な施策を積極的に推進
していく予算編成を進めると報告がありました。

実質収支 105,277,794 166,905,149 減　少 

実質単年度収支 △ 293,527,355 △ 217,856,441 2年連続赤字決算 

財政調整基金現在高 1,268,200,000 1,500,100,000 2億3300万円取崩 

地方債現在高 10,302,337,867 10,776,985,356 4年連続減少 

令和5年度の状況 令和4年度決算 令和5年度決算 区　　分 

（一般会計単位：円） ●財政収支 

経常収支比率 96.3% 94.0% 増　加 

財政力指数（3か年平均） 0.681 0.696 減　少 

実質公債費比率 12.3% 11.2% 悪　化 

将来負担比率 67.4% 62.9% 悪　化 

令和5年度の状況 令和4年度決算 令和5年度決算 区　　分 

（普通会計） ●主な財政指標 

財政調整基金 とは 　　　　　　　　　　　　自治体における年度間の財源の不均衡を調整するための積立金です。財源に
余裕のある年度に積み立て、大規模災害の発生や大幅な税収減などがある年度に取り崩します。

豆 知 識 
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　現在基本設計を進めており、来年度には造成
工事に着手し、令和９年４月の本番稼働を目標
に鋭意進めていくと報告がありました。

委 員 長　小 林 　 博  
副委員長　牛 尾 雅 一  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　宇 　 壽 幸  
委　　員　大 塚 記美代 
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　前 川 裕 量  

民生まちづくり常任委員会 

姫路市中播消防署建替事業進捗状況報告 姫路市中播消防署建替事業進捗状況報告 姫路市中播消防署建替事業進捗状況報告 

狂犬病予防接種集合注射終了 
　毎年４月に実施してきた狂犬病予防接種集合注射を来年度以降、実施しないと報告がありました。
　近年、犬を飼う家庭が減る傾向に加え、飼い主に推奨してきたかかりつけ医の体制・意識がし
っかり根付いてきたことなどから集合注射での接種頭数は減少傾向にありましたが、新型コロナ
ウイルス感染症の影響で実施が途絶えたこともあり、今年度は前回から大幅に減少しました。
　今後も飼い主に対し、かかりつけ医を持つことや予防接種の大切さをＰＲし、接種率向上のため、
引き続き啓発に努めます。

１階、２階それぞれに必要な機能を分散させることな
く集約し、駐車場の確保など、敷地の有効活用を考慮
した結果、建物の北面以外はすべてすり鉢状の形に。

　　どれぐらいの費用がかかるか。 

　病院によって差はありますが、集合注射でするよりも安くなる
と確認しています。

　　登録や予防接種の状況について、行政はどのように把握するか。 

　頭数や接種率は病院や登録時の報告で全て把握しています。

問
 

問
 

住民生活課課長補佐 

住民生活課長 

施 設 名 称　姫路市中播消防署本署

施設所在地　福崎町南田原2262番１外３筆

敷 地 面 積　4505.77㎡

建物の概要　消防署構造：鉄骨造２階建て延床面積：2307.28㎡
　　　　　　訓練棟構造：鉄筋コンクリート造４階建延床面積：196㎡

勤務形態（人員要件）　毎日勤務10人、交代勤務54人（27人×２係）

施設内要件　執務スペース：事務室・各会議室・署長室・通信機器室他
　　　　　　　　　車　庫：緊急車両８台分を確保・出動準備室・救急消毒室他
　　　　　　生活スペース：仮眠室（１階７室、２階22室）・トイレ・食堂・浴室・洗面室他
　　　　　　※男女の別に配慮した設置にするとともに、職員配置適正化計画に基づいた設計

屋外附帯施設　訓練棟・駐車場・駐輪場・危険物保管庫・消防団操法訓練エリア他

用地取得・物件補償　契約、移転登記完了

埋蔵文化財発掘調査業務　令和５年度に実施した試掘調査により遺構が確認されたため本調査を
　　　　　　　　　　実施

1．施設概要 

2．事業実施状況 
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通 告 の 内 容 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

各議員の一般質問のページは字数に制限があるため抜粋されています。 
一般質問の詳細な様子はＱＲコードを読み取ってご覧ください。 

一般質問 

①農業について
②町営施設について
③安心、安全のまちづくりについて
④都市計画道路について

植 岡 茂 和  
７ ペ ー ジ  

うえ おか しげ かず 

①期日前投票について
②吉識雅夫先生の顕彰方法について
③中学校部活動地域移行の進捗状況に
　ついて

石 川 　 治  
８ ペ ー ジ  

いし かわ おさむ 

①人口減少対策をどう評価するのか。
　課題は何か
②子育て支援について、子どものメン
　タルケアのための保護者支援はどう
　なっているか

大塚記美代 
９ ペ ー ジ  

おお つか き み よ 

①投票率向上について
②空き家対策について
③前回の質問について

城 谷 英 之  
１０ページ 

しろ たに ひで ゆき 

①マイナカードについて
②子育て支援について
③空き家対策について

竹 本 繁 夫  
１１ページ 

たけ もと しげ お 

①中学校、小学校の体育館のエアコン
　完備について
②空き家対策について
③自治体の消防団への助成について
④七種川の浚渫工事について

　 高 平 記  
１２ページ 

よし たか ひら き 

しゅんせつ

①県内他自治体の都市計画における線
　引き廃止決定と、福崎町の線引き廃
　止にかかる考え方等について

三 輪 一 朝  
１３ページ 

み わ かず とも 

①生きる力を育む学校教育の取組につ
　いて
②地域を活性化する農政振興の取組に
　ついて
③町政の情報発信について

牛 尾 雅 一  
１４ページ 

うし お まさ かず 

①上下水道について
②教育課題について
③安全な環境保全の町づくり
④来年度予算編成について
⑤農業施策について

小 林 　 博  
１５ページ 

こ ばやし ひろし 
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問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

も
ち
麦
振
興
に
つ
い
て

も
ち
麦
振
興
に
つ
い
て
 

も
ち
麦
振
興
に
つ
い
て
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福
崎
町
第
６
次
総
合

計
画
に
「
″半
農
半
Ｘ
″

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
″農
″

の
営
み
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
で
豊
か
な
自
然
と
調
和

し
た
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
、
農
村
環
境
の
保
全
が

図
ら
れ
る
。
」
と
い
う
よ

う
に
抽
象
的
な
表
現
で
示

さ
れ
て
い
る
。
総
合
計
画

は
幅
広
く
、
柔
軟
性
を
も

っ
た
表
現
を
し
て
い
る
の

は
理
解
し
て
い
る
。
農
地

を
集
約
し
て
地
域
計
画
を

た
て
る
と
い
う
国
の
取
り

組
み
も
あ
り
、
農
地
は
大

規
模
、
小
規
模
に
わ
か
れ

る
。
大
規
模
を
支
え
て
い

た
だ
く
1
人
の
方
も
大
事

だ
が
、
小
規
模
で
も
が
ん

ば
り
た
い
と
い
う
人
が
増

え
る
こ
と
も
、
定
住
者
を

増
や
す
に
あ
た
り
必
要
な

こ
と
で
あ
る
。
 

　
近
年
、
福
崎
町
に
お
い

て
も
若
い
世
代
の
方
が
農

業
を
は
じ
め
て
い
る
。『
農

業
を
し
た
い
と
考
え
た
時
、

農
地
の
確
保
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
』
と
の
話
も
聞

い
た
。
農
地
を
守
る
た
め

に
大
規
模
を
管
理
で
き
る

地
域
計
画
と
同
時
に
小
規

模
を
支
援
で
き
る
よ
う
な

施
策
に
つ
い
て
も
町
と
し

て
の
方
針
を
持
つ
タ
イ
ミ

ン
グ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

福
崎
町
の
農
業
に
未
来
が

あ
る
よ
う
な
考
え
は
あ
る

か
。
 

  　
ど
の
よ
う
に
答
え
た
ら

い
い
か
迷
っ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
が
福
崎
町
の
最

高
位
の
計
画
で
す
。
圃
場

整
備
の
推
進
に
努
め
、
適

正
な
農
地
の
集
積
再
生
整

備
を
図
る
地
域
計
画
の
策

定
を
推
進
し
て
、
地
域
農

業
の
担
い
手
の
確
保
に
努

め
る
よ
う
に
進
め
る
と
書

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
国

の
方
針
で
も
あ
る
か
ら
で

す
。
国
の
方
針
、
県
の
方

針
、
そ
し
て
町
も
国
の
方

針
に
あ
ら
が
う
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
の
で
そ
の
方

向
に
向
か
っ
て
い
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
小
規
模
で
も
農
業

が
し
た
い
と
い
っ
た
方
が

福
崎
町
に
来
て
い
た
だ
く

の
は
大
変
う
れ
し
い
、
そ

う
い
う
方
に
多
く
来
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 
も
ち
麦
の
在
庫
量
は
 

  　
1
月
末
現
在
米
澤
2
号

の
在
庫
量
は
189
ト
ン
で
す
。

  
 
も
ち
麦
を
町
内
飲
食

店
が
使
い
や
す
い
よ
う
割

引
提
供
な
ど
の
取
り
組
み

は
で
き
な
い
か
。
 

  　
割
引
な
ど
の
町
の
補
助

は
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
ア

プ
リ
を
活
用
し
て
店
舗
の

紹
介
を
し
、
官
民
が
連
携

し
て
消
費
拡
大
に
つ
な
が

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
を
強

化
で
き
な
い
か
。
 

  　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
の
ア
プ
リ
を

開
発
中
で
す
。

 
 
町
長
の
も
ち
麦
に
対

す
る
熱
意
の
あ
る
答
弁
を

い
た
だ
き
た
い
。
 

  　
福
崎
町
の
も
ち
麦
を
Ｐ

Ｒ
し
て
、
消
費
し
て
も
ら

う
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
で
す
。
新

聞
、
テ
レ
ビ
も
大
事
で
す

が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
発
信
が

伝
わ
り
や
す
い
時
代
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン

タ
ー
の
今
の
人
員
で
は
手

が
回
り
に
く
い
と
こ
ろ
を
、

町
の
方
で
お
手
伝
い
し
た

い
、
そ
う
い
っ
た
点
で
来

年
度
予
算
に
も
反
映
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
福
崎
町
を
紹
介
す

る
と
き
に
は
柳
田
國
男
先

生
の
生
誕
の
町
だ
と
い
う

こ
と
、
特
産
品
と
し
て
も

ち
麦
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
常
々
話
し
て
い
ま
す
。

福
崎
町
の
農
業
と
い
う
と

水
稲
は
も
ち
ろ
ん
主
力
産

業
で
す
が
、
水
稲
を
除
く

と
も
ち
麦
で
す
。
も
ち
麦

の
生
産
が
減
り
、
経
営
が

困
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
も
ち
麦
の

消
費
拡
大
に
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

福崎町の農業に未来があるような 
考えはあるか 

町
長
 

町
長
 

地
域
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

植 岡 茂 和 
どのように答えたらいいか迷っています 

“半農半Ｘ”とは 
　　心豊かな暮らしをしたいという人たち
が“農”のある暮らしをしながら、残りの
時間を“Ｘ”として自分が大切だと思うこと、
やりたいことに費やすライフスタイル。兼
業農家とは異なる。

豆 知 識 

ほ
じ
ょ
う

。
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昨
年
度
に
も
、
中
学

校
部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
を
尋

ね
た
が
、
そ
の
後
何
か
進

展
は
あ
っ
た
の
か
。
 

　
地
域
移
行
の
受
皿
に
な

る
団
体
が
福
崎
町
に
は
な

く
、
部
活
動
指
導
員
な
ど

の
地
域
人
材
の
活
用
や
、

２
校
で
の
合
同
部
活
動
に

よ
る
地
域
連
携
を
着
実
に

進
め
な
が
ら
、
生
徒
の
活

動
機
会
を
確
保
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

 
 
部
活
動
が
し
た
く
て

教
員
と
な
っ
た
方
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。
文
科
省

が
兼
職
兼
業
の
考
え
方
や

労
働
時
間
管
理
、
割
増
賃

金
の
支
払
い
等
に
つ
い
て

提
示
し
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
も

地
域
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
従
事

が
で
き
る
方
向
性
も
示
し

て
い
た
。
 

　
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
従

事
す
る
こ
と
を
希
望
す
る

教
師
等
に
つ
い
て
は
、
地

域
団
体
の
活
動
に
報
酬
を

受
け
て
従
事
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
兼
職
兼
業
希

望
先
で
あ
る
地
域
団
体
か

ら
の
依
頼
状
を
も
と
に
、

校
長
等
へ
の
相
談
了
承
の

上
、
町
教
育
委
員
会
の
兼

職
兼
業
の
許
可
を
得
て
、

地
域
団
体
の
活
動
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
 
割
増
し
賃
金
等
も
含

め
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
熱
意

の
あ
る
教
員
を
救
う
方
法

に
つ
い
て
も
検
討
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
、
教
育

長
の
お
考
え
は
。
 

　
教
職
を
志
し
た
理
由
は

様
々
で
す
が
、
教
員
の
中

に
は
議
員
の
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
部
活
動
が
し
た
く

て
中
学
校
の
教
員
を
志
し

た
教
員
も
少
な
か
ら
ず
い

ま
す
。
私
も
、
部
活
動
が

し
た
く
て
中
学
校
の
教
員

に
な
っ
た
1
人
で
す
。
だ

か
ら
そ
の
部
活
動
に
対
す

る
思
い
は
よ
く
分
か
っ
て

い
る
つ
も
り
で
す
。
部
活

動
に
熱
意
の
あ
る
人
に
は
、

現
職
で
あ
れ
Ｏ
Ｂ
で
あ
れ
、

何
ら
か
の
方
法
で
地
域
連

携
と
し
て
、
生
徒
に
関
わ

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
積

極
的
に
関
わ
れ
る
体
制
づ

く
り
に
尽
力
し
た
い
と
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
さ
き
の
衆
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
福
崎
町

５３
・
４１
％
、
期
日
前
投
票

率
は
そ
の
う
ち
の
５１
・
5

％
、
対
し
て
市
川
町
で
は

投
票
率
６３
・
６１
％
、
う
ち

期
日
前
投
票
率
は
７４
・
6

％
で
あ
っ
た
。
 

　
次
に
、
県
知
事
選
挙
の

投
票
率
は
福
崎
町
５９
・
３４

％
、
期
日
前
投
票
率
は
そ

の
う
ち
の
５５
・
9
％
、
対

し
て
市
川
町
で
は
投
票
率

６６
・
４８
％
、
う
ち
期
日
前

投
票
率
は
７６
・
9
％
と
な

っ
て
い
た
。
投
票
率
で
１０

ポ
イ
ン
ト
の
差
が
つ
き
、

期
日
前
投
票
率
で
は
２３
ポ

イ
ン
ト
も
差
が
つ
く
こ
と

に
つ
い
て
、
福
崎
町
選
挙

管
理
委
員
会
と
し
て
は
何

も
感
じ
て
は
い
な
い
の
か
。
 

　
選
挙
は
、
投
票
日
に
投

票
所
に
お
い
て
投
票
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
期

日
前
投
票
で
の
ポ
イ
ン
ト

に
差
が
つ
き
ま
し
た
が
、

全
体
の
投
票
率
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
は
大
き
な
課

題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
 
市
川
町
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
期
日
前
投
票
に

お
け
る
投
票
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

平
成
２７
年
度
か
ら
期
日
前

投
票
所
で
あ
る
役
場
ま
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、

投
票
者
に
は
ご
み
袋
を
配

布
す
る
な
ど
、
投
票
率
ア

ッ
プ
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
る
。
福
崎

町
に
お
い
て
も
投
票
率
の

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

は
検
討
さ
れ
な
い
の
か
。
 

　
基
本
的
に
は
、
投
票
は

有
権
者
の
自
発
的
意
思
に

よ
っ
て
行
う
べ
き
と
さ
れ

て
お
り
、
品
物
を
渡
す
こ

と
に
よ
っ
て
投
票
を
促
す

と
い
う
の
は
、
金
品
な
ど

で
左
右
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
り
不
適
切
と
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
判
断
か
ら
、
福
崎
町

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
実

施
を
し
な
い
方
向
と
し
て

い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
の

事
例
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
協
議
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
調
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

教
育
長
 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

期
日
前
投
票
に
つ
い
て
 

期
日
前
投
票
に
つ
い
て
 

中学校部活動地域移行の 
進捗状況について 

部活動指導員による地域連携で進めていく方針です 
石 川 　治  
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問
 

問
 

問
 

問
 

問
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増
え
続
け
る
不
登
校

は
、
子
ど
も
か
ら
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
だ
と
考
え
る
。
世
界
の

中
で
は
、
日
本
の
子
ど
も

の
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が

際
立
っ
て
お
り
、
１０
代
の

自
殺
率
の
高
さ
も
断
ト
ツ

で
あ
る
。
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
た
め
に
は
、
話
を

よ
く
聞
い
て
く
れ
る
親
。

失
敗
を
挑
戦
と
捉
え
て
認

め
て
く
れ
る
体
験
。
頭
ご

な
し
に
勉
強
し
ろ
と
言
わ

な
い
親
。
学
校
が
楽
し
い

と
思
え
る
経
験
が
重
要
で
、

保
護
者
に
対
し
て
幼
少
期

か
ら
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
支
援
が
必
要
だ
が
、ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
る
か
。
 

  　
全
員
の
方
に
そ
う
い
っ

た
観
点
で
指
導
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
己
肯
定
感
を
育
む
た
め

に
、
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
保
護
者
の
方
に
は

し
て
い
ま
す
。

 
 
文
科
省
が
提
唱
し
て

い
る
「
明
日
ま
た
行
き
た

い
学
校
」
と
な
る
た
め
に

は
、
宿
題
を
な
く
し
た
ら

ど
う
か
。
子
ど
も
は
喜
ぶ
、

先
生
の
負
担
も
減
る
、
良

い
こ
と
ず
く
め
だ
と
思
う

が
、
教
育
長
の
考
え
は
。
 

  　
宿
題
を
や
め
れ
ば
、
子

ど
も
も
教
員
も
喜
ぶ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
本

当
に
子
ど
も
の
た
め
に
な

る
の
で
あ
れ
ば
宿
題
を
や

め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
宿
題
を
や
め
れ

ば
基
礎
的
、
基
本
的
な
学

力
が
定
着
す
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
確
か
に
宿
題
を

負
担
に
感
じ
る
子
、
宿
題

の
た
め
に
学
校
に
行
き
た

く
な
い
子
、
宿
題
の
た
め

に
自
分
の
し
た
い
こ
と
が

で
き
な
い
子
は
大
勢
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
宿
題
が

で
き
に
く
い
子
に
は
、
一

律
に
皆
と
同
じ
よ
う
に
す

る
の
で
は
な
く
て
、
教
育

的
配
慮
の
も
と
に
、
個
別

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　
福
崎
町
の
人
口
減
少

対
策
施
策
の
中
で
効
果
が

見
ら
れ
た
と
思
う
の
は
何

か
。
 

  　
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
や
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
な
ど
に
よ
り
、
妊
娠

成
立
件
数
は
年
間
目
標
10

人
に
対
し
令
和
５
年
度
実

績
で
12
人
と
な
り
、
達
成

率
が
120
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
再
生

等
推
進
事
業
で
は
、
空
き

家
バ
ン
ク
成
立
件
数
が
目

標
10
件
に
対
し
令
和
５
年

度
実
績
で
25
件
と
な
り
、

250
％
の
達
成
率
。
空
き
家

入
居
数
が
目
標
値
50
件
に

対
し
、
令
和
５
年
度
実
績

が
77
件
で
、
達
成
率
が
154

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
人
口
減
少
を
少
し
で

も
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

働
く
女
性
の
定
着
を
目
指

す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
女
性
の
正
規
職
員
の

数
は
把
握
し
て
い
る
か
。
 

  　
令
和
２
年
度
の
国
勢
調

査
で
、
福
崎
町
の
15
歳
以

上
女
性
人
口
４
２
８
０
人

に
対
し
、
正
規
職
員
・
従

業
員
が
１
６
７
２
人
で
39

・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
増
え
て
い
る
外
国
人

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

る
か
。
 

  　
翻
訳
機
を
福
崎
小
学
校

に
は
３
台
配
置
し
て
、
タ

イ
ム
リ
ー
な
会
話
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

教
育
長
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

宿題ができにくい子には、教育的配慮のもとに、個別 
に対応しています 

「明日また行きたい学校」となるために、 
宿題をなくしたらどうか 

大塚記美代 

人
口
減
少
対
策
　

人
口
減
少
対
策
　
 

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
に
つ
い
て
 

人
口
減
少
対
策
　
 

　
　
　
に
つ
い
て
 

令和2年における女性の労働力率の状況 
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一般質問 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ふるさと納税は昨年度を超えるか 

令和6年度は、1億円は超えてくると感じています 
城 谷 英 之  

 
 
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
進
捗
状
況
は
。
 

 　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
は

現
在
４
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
協
力
事
業
者
へ
の
戸

別
訪
問
を
こ
ま
め
に
行
っ

て
い
ま
す
。
11
月
末
の
寄

附
は
約
３
０
０
０
件
、
５

７
５
０
万
円
で
す
。
令
和

５
年
度
と
の
比
較
で
は
約

500
件
、
710
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度

と
の
比
較
で
は
約
１
６
０

０
件
、
２
７
０
０
万
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 
何
人
が
期
日
前
投
票

に
来
ら
れ
た
か
。
 

 　
衆
議
院
選
挙
で
は
、
小

選
挙
区
の
数
字
に
な
り
ま

す
が
４
１
９
７
人
、
県
知

事
選
挙
で
は
５
０
１
８
人

が
来
ら
れ
ま
し
た
。

 
 
期
日
前
が
増
え
て
き

て
い
る
。
期
日
前
の
投
票

所
を
３
か
所
に
す
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
 

 　
待
ち
時
間
を
減
ら
す
工

夫
を
し
、
今
回
の
２
つ
の

選
挙
で
は
長
蛇
の
列
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
不
在

者
投
票
の
事
務
な
ど
も
あ

り
、
１
か
所
の
ほ
う
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
さ
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
も
多
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 
 
当
日
の
１８
時
か
ら
２０

時
に
投
票
に
来
ら
れ
る
方

は
少
な
い
の
で
は
。
こ
の

時
間
か
ら
は
集
約
す
る
な

ど
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。
 

 　
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
認
め
ら
れ
た
場
合
、
短

く
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員

会
で
も
協
議
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

 
 
投
票
率
ア
ッ
プ
の
た
め

選
挙
割
り
を
導
入
し
て
は
。
 

 　
そ
の
仕
組
み
を
選
挙
管

理
委
員
会
や
町
が
率
先
し

て
い
く
こ
と
は
公
職
選
挙

法
上
好
ま
し
く
な
い
た
め
、

団
体
へ
投
げ
か
け
て
み
ま
す
。

 
　
特
定
空
家
と
除
去
事

業
に
つ
い
て
、ど
う
い
う
も

の
か
。ま
た
そ
の
実
績
は
。 

 　
指
導
を
受
け
た
老
朽
し

た
特
定
空
家
を
対
象
と
し

て
除
去
工
事
費
（
潰
す
た

め
の
費
用
）
の
３
分
の
２
、

上
限
133
万
２
０
０
０
円
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
６
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
、

現
在
２
件
の
申
請
が
あ
り

ま
す
。

 
　
特
定
空
家
に
な
る
以

前
の
空
き
家
に
お
い
て
も

一
定
の
ル
ー
ル
を
も
と
に

除
去
の
政
策
を
つ
く
る
べ

き
と
考
え
る
。
 

 　
や
っ
と
特
定
空
家
に
つ

い
て
の
制
度
が
で
き
、
取

り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

管
理
不
全
空
家
に
つ
い
て

も
国
・
県
・
近
隣
市
町
の

動
向
も
注
視
し
な
が
ら
今

後
の
空
き
家
対
策
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
生
活
道
路
で
あ
り
、

必
要
な
道
路
。
こ
れ
か
ら

ま
た
冬
に
な
っ
た
ら
凍
結

し
て
車
が
脱
輪
・
転
落
、

正
面
衝
突
が
よ
く
あ
る
。

そ
の
辺
も
含
め
て
県
に
は

伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

 　
兵
庫
イ
ン
フ
ラ
整
備
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
載
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
で
き
る
こ
と

は
進
め
て
い
ま
す
。
整
備

が
進
む
よ
う
に
私
た
ち
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

 
 
来
年
度
の
計
画
は
。
 

 　
地
元
の
協
力
に
よ
り
実

施
し
て
い
る
維
持
管
理
事

業
は
継
続
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
自
発

的
に
実
施
す
る
森
林
整
備

に
対
し
、
資
機
材
等
の
支

援
及
び
危
険
作
業
の
委
託

が
可
能
な
「
住
民
参
画
型

森
林
整
備
事
業
」
に
取
り

組
ま
れ
る
意
向
で
す
。

　
春
日
山
城
跡
と
分
か
る

よ
う
な
大
き
な
看
板
を
鍛

冶
屋
区
内
の
町
道
大
貫
山

田
線
か
ら
も
見
え
る
よ
う

に
、
南
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
に
設
置

す
る
計
画
で
す
。

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

空
き
家
対
策

空
き
家
対
策
 

空
き
家
対
策
 

投
票
率
向
上

投
票
率
向
上
 

投
票
率
向
上
 

中
寺
北
条
線
整
備

中
寺
北
条
線
整
備
 

中
寺
北
条
線
整
備
 

春
日
山
整
備

春
日
山
整
備
 

春
日
山
整
備
 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
 



一般質問 

 
 
１２
月
現
在
の
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
の
取
得
率
と
マ
イ

ナ
保
険
証
の
取
得
者
数
は
。
 

  　
11
月
末
現
在
、
交
付
率

は
85
・
91
％
で
す
。
国
民

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
加
入
者
の
う

ち
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
登

録
し
て
い
る
方
は
４
１
９

１
人
で
す
。

 
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含

む
情
報
の
紐
付
け
の
誤
り
、

個
人
情
報
の
流
失
な
ど
が

あ
っ
た
。
住
民
の
不
安
を

払
拭
す
る
た
め
に
定
期
的

な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
。
 

 　
令
和
６
年
４
月
末
に
す

べ
て
の
健
康
保
険
で
確
認

作
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

紐
付
け
誤
り
を
防
止
す
る

た
め
、
新
規
加
入
や
異
動

に
よ
る
登
録
情
報
更
新
の

際
に
登
録
デ
ー
タ
と
住
民

票
の
デ
ー
タ
の
照
合
を
行

っ
て
い
ま
す
。

 
 
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利

用
す
る
一
番
の
利
点
は
。
 

  　
高
額
な
医
療
を
受
け
る

時
に
事
前
手
続
き
が
不
要

で
す
。

 

 
 
紛
失
や
破
損
し
た
場

合
、
申
請
か
ら
交
付
さ
れ

る
ま
で
の
日
数
は
。
 

  　
約
３
週
間
か
ら
１
か
月

の
期
間
が
必
要
で
す
。

 
 
日
本
は
人
口
急
減
・

少
子
高
齢
化
、
東
京
圏
へ

の
人
ロ
一
極
集
中
と
い
う

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
活
か
し
た
持
続
的

な
社
会
を
創
生
す
る
た
め

の
取
り
組
み
が
必
要
と
言

わ
れ
て
い
る
。
国
は
地
方

創
生
交
付
金
を
予
算
的
に

倍
増
す
る
と
考
え
て
い
る
。

町
の
令
和
７
年
度
の
目
玉

事
業
は
。
 

  　
令
和
７
年
度
当
初
予
算

編
成
に
向
け
、
各
課
の
事

業
査
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
で
は
子
育
て

支
援
事
業
、
ハ
ー
ド
事
業

で
は
福
崎
駅
田
原
線
、
千

束
新
町
線
、
大
貫
山
田
線

の
道
路
新
設
改
良
事
業
、

神
崎
郡
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
、
中
播
消
防
署
建
替

事
業
が
メ
イ
ン
の
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 
 
９
月
に
実
施
し
た
空

家
調
査
の
結
果
は
。
 

  　
令
和
６
年
９
月
現
在
、

空
家
戸
数
は
380
戸
で
す
。

 
 
管
理
状
態
が
原
因
の

苦
情
件
数
は
。
 

  　
毎
年
10
〜
20
数
件
の
苦

情
が
あ
り
ま
す
。
令
和
５

年
度
は
18
件
で
す
。

 
 
町
で
は
地
縁
者
向
け

と
新
規
居
住
者
向
け
の
定

住
促
進
を
図
っ
て
い
る
が
、

人
口
増
を
少
し
で
も
考
え

る
な
ら
ば
特
別
区
域
で
家

を
新
築
す
る
場
合
、
１０
年

程
度
固
定
資
産
税
を
免
除

す
る
な
ど
検
討
で
き
な
い
か
。 

  　
固
定
資
産
税
の
免
除
等

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
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問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

すべての健康保険で確認作業を行います。新規加入や登録 
更新時に登録データと住民票のデー夕の照合を行います 

マイナンバーの紐付け誤りの 
チェック方法は 

マイナンバーカードの健康保険証利用（マイナ保険証）

竹 本 繁 夫  

子
育
て
支
援
は

子
育
て
支
援
は
 

子
育
て
支
援
は
 

空
き
家
対
策
は

空
き
家
対
策
は
 

空
き
家
対
策
は
 

資格確認書 とは 
　　　　マイナンバーカードを取得してい
ない方や、まだマイナンバーカードを健康
保険証として利用する登録をしていない方
には、マイナンバーカードによらず保険資
格が確認できるように、ご自身が加入して
いる医療保険者（勤務先や各自治体など）
から「資格確認書」が無償で交付されます。

豆 知 識 

被保険者証（令和6年12月1日で発行終了）

資格確認書（令和6年12月2日から発行開始）



一般質問 

 
 
３
月
に
質
問
し
て
以

降
検
討
が
進
み
、
１１
月
報

告
の
第
６
次
総
合
計
画
の

実
施
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

た
事
は
あ
り
が
た
い
。
と

こ
ろ
で
、
実
施
計
画
は
令

和
９
年
ま
で
の
３
年
間
し

か
記
載
が
な
い
。
令
和
１０

年
ま
で
の
４
年
間
の
工
事

費
の
総
額
は
い
く
ら
か
。
 

  　
令
和
７
年
度
か
ら
令
和

10
年
度
で
３．
８
億
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

 

３．
８
億
円
と
な
れ
ば

し
っ
か
り
し
た
財
源
が
必

要
だ
が
、
そ
の
見
通
し
は
。
 

  　
現
在
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
の
活
用
や
文
部

科
学
省
の
空
調
設
備
整
備

臨
時
特
例
交
付
金
な
ど
を

想
定
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

 
 
子
ど
も
達
の
た
め
に

も
っ
と
短
期
間
、２
年
程
度

で
設
置
完
了
で
き
な
い
か
。
  　

今
後
神
崎
郡
ご
み
処
理

施
設
建
設
、
中
播
消
防
署

建
替
、
道
路
新
設
改
良
の

３
つ
の
事
業
で
多
額
の
町

債
を
発
行
す
る
上
に
、
空

調
設
備
を
２
年
間
で
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
多
額
の
起

債
に
な
り
、
す
ぐ
金
利
が

発
生
す
る
た
め
一
度
に
は

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

 
　
先
日
、
福
井
県
の
美

浜
町
で
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
勉
強
す
る
機
会
が
あ

っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、

空
き
家
登
録
者
と
移
住
希

望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

町
が
積
極
的
に
支
援
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
。
移
住

希
望
者
の
ツ
ア
ー
を
組
ん

で
現
地
を
1
軒
1
軒
訪
問

し
、
現
物
を
確
認
し
て
も

ら
う
活
動
だ
っ
た
。
福
崎

町
で
も
さ
れ
て
い
る
か
。
 

 

 　
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
実
際

に
現
物
を
見
て
い
た
だ
く

く
よ
う
な
活
動
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
空
き
家
バ
ン

ク
で
空
き
家
の
所
有
者
登

録
者
と
空
き
家
を
希
望
さ

れ
て
い
る
方
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
そ
の
活
動
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 
　
３
月
の
一
般
質
問
で

町
内
の
各
分
団
の
オ
ー
ト

マ
車
限
定
免
許
所
有
者
が

マ
ニ
ュ
ア
ル
車
の
免
許
を

取
得
す
る
た
め
の
助
成
を
、

町
の
本
団
幹
部
に
限
定
し

て
い
る
助
成
と
同
様
に
で

き
な
い
か
と
聞
い
た
と
こ

ろ
、
対
象
と
な
る
団
員
数
、

必
要
額
な
ど
を
考
え
て
み

た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。
 

  　
現
在
の
消
防
団
員
600
名

中
、
オ
ー
ト
マ
限
定
免
許

の
所
有
者
は
30
名
で
全
体

の
５
％
。
こ
の
う
ち
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
消
防
車
の
所
有

分
団
で
は
28
名
が
オ
ー
ト

マ
の
限
定
免
許
の
所
有
者

で
す
。
今
後
も
オ
ー
ト
マ

限
定
の
新
入
団
員
が
増
加

す
る
こ
と
、
現
有
の
車
両

を
オ
ー
ト
マ
車
に
更
新
し

て
い
く
の
は
時
間
が
か
か

る
こ
と
、
ま
た
若
手
団
員

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
観
点
か
ら
財
政
状
況

や
近
隣
市
町
の
動
向
等
を

見
な
が
ら
助
成
制
度
の
創

設
を
研
究
し
て
い
る
段
階

で
す
。

 
 
現
在
長
野
橋
東
ま
で

の
草
刈
り
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
今
年
度
は
こ
の

辺
り
ま
で
か
。
 

  　
今
年
度
の
工
事
範
囲
は
、

上
流
は
長
野
橋
ま
で
、
下

流
は
Ｊ
Ｒ
播
但
線
の
高
架

下
辺
り
ま
で
。
草
刈
り
の

後
は
堆
積
土
砂
の
浚
渫
工

事
で
す
。
測
量
し
、
流
れ

を
阻
害
し
て
い
る
所
を
洗

い
出
し
て
堆
積
土
砂
を
撤

去
し
ま
す
。

 
　
長
野
橋
よ
り
上
流
は

来
年
度
の
予
定
か
。
 

  　
県
に
よ
る
と
、
来
年
度

は
今
年
度
終
了
し
た
箇
所

か
ら
上
流
を
予
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
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令和7年から10年の4年間で中学校2校、小学校4校 
に設置する計画です 

空
き
空
き
家
対
策

家
対
策
に
 

つ
い
て
　
　
　

　
　
　
 

空
き
家
対
策
に
 

つ
い
て
　
　
　
 

自
治
体
の
消
防
団
　

自
治
体
の
消
防
団
　
 

へ
の
助
成
に
つ
い
て

へ
の
助
成
に
つ
い
て
 

自
治
体
の
消
防
団
　
 

へ
の
助
成
に
つ
い
て
 

七種川・長野橋から下流方面

　 高 平 記 

小中学校の体育館へのエアコン 
設置はいつ 

七
種
川

七
種
川
の
浚
渫
工
事

浚
渫
工
事
 

に
つ
い
て
　
　
　
　

　
　
　
　
 

七
種
川
の
浚
渫
工
事
 

に
つ
い
て
　
　
　
　
 

し
ゅ
ん
せ
つ
 

し
ゅ
ん
せ
つ
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兵
庫
県
は
市
街
化
調

整
区
域
の
厳
し
い
建
築
制

限
が
地
域
衰
退
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
と
し
、
２
０

２
３
年
３
月
に
線
引
き
を

廃
止
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
「
区
域
区
分
見
直
し

の
考
え
方
」
を
発
表
し
た
。
 

　
加
西
市
は
人
口
減
少
を

少
し
で
も
改
善
し
た
い
と

し
て
２
０
２
３
年
３
月
に

県
へ
線
引
き
廃
止
を
要
望

し
、
県
は
２
０
２
４
年
９

月
に
加
西
市
の
廃
止
を
決

定
し
た
。
 

　
こ
れ
を
受
け
て
加
西
市

は
２
０
２
６
年
３
月
末
を

め
ど
に
線
引
き
を
廃
止
す

る
。
 

　
福
崎
町
は
線
引
き
廃
止

に
か
か
る
情
報
入
手
に
努

め
て
い
る
か
。
 

 　
福
崎
町
は
積
極
的
に
情

報
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
廃
止
す
る
ま
で
に
県
へ

の
線
引
き
廃
止
の
意
思
表

示
か
ら
４
〜
５
年
を
要
し

ま
す
。

　
線
引
き
を
廃
止
す
る
と
、

線
引
き
廃
止
前
に
戻
す
こ

と
は
大
き
な
混
乱
が
生
じ

る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
慎
重
に
検
討
を
行
い

ま
す
。

　
　
線
引
き
を
廃
止
し
た

場
合
、
現
在
の
市
街
化
調

整
区
域
で
想
定
さ
れ
る
作

用
と
副
作
用
は
ど
う
か
。
 

　
ま
た
副
作
用
に
対
す
る

対
策
は
ど
う
か
。
 

 　
メ
リ
ッ
ト
は
土
地
利
用

や
、
町
の
思
い
を
入
れ
た

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
し
や
す

く
な
る
こ
と
で
す
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
線
引

き
廃
止
済
自
治
体
の
情
報

で
は
、
確
か
に
建
築
し
や

す
く
な
る
も
の
の
乱
雑
な

都
市
形
成
が
な
さ
れ
た
面

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
福
崎
町
が
独

自
の
自
主
規
制
と
な
る
土

地
利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
条

例
等
を
整
備
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
整
備
も
れ

防
止
に
注
意
を
払
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
廃
止
自
治
体
の
中
で
は

規
制
を
強
化
し
過
ぎ
た
た

め
線
引
き
廃
止
前
よ
り
も

衰
退
が
進
ん
だ
例
も
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　
線
引
き
廃
止
が
様
子

見
で
な
く
な
る
の
は
状
況

が
ど
う
な
っ
た
場
合
か
。
 

 　
福
崎
町
は
、
同
じ
中
播

都
市
計
画
区
域
で
あ
る
姫

路
市
と
も
調
整
し
な
が
ら
、

足
並
み
等
も
合
わ
せ
て
慎

重
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
い
つ
と
い
う
様
子
見
の

期
限
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
不
明
で
す
。

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

市街化調整区域の線引き廃止が 
様子見なのはなぜか 

三 輪 一 朝 
慎重に検討する必要があるためです 

線引きを廃止した場合の現市街化調整区域の概要と必要な施策 

１．現市街化調整区域

　ａ）農業振興地域農用区域、農用地区内の開発は引き続き規制される。

　ｂ）建築に対する「者」の限定（地縁者住宅、農家住宅等）や都市計

　　　画法第34条の厳しい立地基準がなくなり、建築、開発等に大きな

　　　制限はない。

　　➡福崎町は、現行の土地利用計画の良いところを維持するとともに、

　　　線引き廃止後の地域にそぐわない建物等を、自主条例等によりコ

　　　ントロールする必要がある。

　　コントロールや防止の例

　　　無秩序な市街地の拡散

　　　建築物のバラ建ち

　　　集落の中に中規模大規模の工場の立地

　ｃ）土地活用の自由度が高まるため、低・未利用地や、空家・空地等

　　　の活用促進が期待できる

　ｄ）比較的機敏に、機動的で柔軟なまちづくりが可能

　ｅ）福崎町の地域特性に応じた土地利用コントロールが可能

２．現市街化区域

　ａ）用途地域は継続し、地域に応じた土地利用コントロールを行う。

　ｂ）農地、介在山林は、一般の農地や山林の固定資産評価となって評

　　　価は下がる。
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町をあげて有機農業に取り組め 
ないか 

牛 尾 雅 一  

 
 
近
年
気
候
変
動
が
進

む
中
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点

か
ら
土
づ
く
り
を
基
本
と

し
た
地
球
に
負
荷
を
か
け

な
い
有
機
農
業
が
全
世
界

で
注
目
を
集
め
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
も
農
林
水

産
省
が
有
機
農
業
を
推
進

し
て
お
り
、
全
国
１２９
市
町

村
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
を
宣
言
し
、
生
産
か
ら

消
費
ま
で
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
町

と
し
て
有
機
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

農
業
を
推
進
で
き
な
い
か
。
 

 　
有
機
農
産
物
を
栽
培
し

て
販
売
す
る
に
は
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
法
に
基
づ
き
、
有
機
Ｊ

Ａ
Ｓ
規
格
に
適
合
し
た
生

産
が
必
要
で
す
。
地
域
や

関
係
機
関
と
の
合
意
や
協

力
体
制
が
必
要
で
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
で
す
。

 
 
１２
月
６
日
に
福
崎
町

の
特
産
品
も
ち
麦
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
を
考
え

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ
り
、

尾
　
町
長
は
じ
め
多
く
の

町
職
員
も
参
加
さ
れ
て
い

た
。
町
長
は
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
聞
か
れ
て
有
機
農
業
を

ど
う
考
え
ら
れ
る
か
。
 

 　
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
と
思
い
ま
す
が
、
新

た
に
取
り
組
ん
で
み
た
い

と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
の

で
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

 
　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
教
育

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き

な
変
化
の
中
に
あ
る
。
そ

う
し
た
状
況
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
に

つ
い
て
、
教
育
長
は
ど
の

よ
う
に
定
義
し
て
お
ら
れ

る
か
。
 

  　
私
の
考
え
る
生
き
る
力

と
は
、
人
格
の
完
成
を
目

指
し
て
、
変
化
の
激
し
い

時
代
に
、
自
分
の
人
生
を

よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、

心
豊
か
で
、
こ
う
い
う
自

分
で
あ
り
た
い
と
い
う
将

来
像
を
自
分
で
描
け
る
自

立
し
た
力
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

 
　
不
登
校
に
つ
な
が
る

よ
う
な
兆
候
な
ど
は
担
任

の
先
生
方
や
学
校
生
活
を

共
に
し
て
い
る
生
徒
が
い

ち
早
く
察
知
で
き
る
環
境

に
お
ら
れ
る
。
些
細
な
こ

と
で
も
学
校
側
に
伝
わ
れ

ば
、
早
期
に
対
応
す
る
こ

と
で
不
登
校
・
い
じ
め
な

ど
を
未
然
に
防
げ
る
の
で

は
。
無
記
名
で
先
生
方
に

知
ら
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
が
必
要
で
は
。
 

  　
小
学
校
で
は
担
任
が
細

か
く
見
て
い
ま
す
し
、
無

記
名
で
は
い
じ
め
の
原
因

に
た
ど
り
着
く
の
に
時
間

が
か
か
る
の
で
、
い
じ
め

ア
ン
ケ
ー
ト
は
記
名
に
て

行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
心

が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

 
　
工
業
団
地
に
お
勤
め

の
町
外
の
方
か
ら
、
福
崎

で
の
催
し
な
ど
の
情
報
を

知
る
た
め
に
町
の
広
報
を

会
社
内
で
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
と
聞
か
れ
た
。
 

 　
デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
も

あ
り
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

 
　
町
の
防
災
無
線
は
大

事
で
、住
民
の
生
命
や
財

産
に
関
わ
る
よ
う
な
内
容

も
あ
る
。
放
送
が
聞
こ
え

に
く
い
と
い
う
意
見
も
あ

る
の
で
、音
響
設
備
の
改
善

は
で
き
な
い
か
。難
し
い
の

で
あ
れ
ば
、福
崎
町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を

立
ち
上
げ
て
は
と
考
え
る
が
。 

 　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
情
報

発
信
は
災
害
対
応
の
面
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
面
な
ど
の
課
題
も
あ

り
研
究
し
て
い
ま
す
。

 
　
町
広
報
で
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
に
よ
る
運
動
の
効
果

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
各

公
民
館
に
一
台
設
置
で
き

な
い
か
。
 

 　
こ
れ
は
町
内
の
医
師
に

よ
る
健
康
づ
く
り
へ
の
提

言
で
す
。
公
費
で
の
設
置

は
困
難
と
考
え
ま
す
。

問
 

問
 

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

町
長
 

問
 

教
育
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 生

き
る
力
の
定
義

生
き
る
力
の
定
義
 

生
き
る
力
の
定
義
 

不
登
校

不
登
校
・
い
じ
め
 

不
登
校
・
い
じ
め
 

学
校
教
育
課
長
 

有機農産物販売するには、有機ＪＡＳ規格に適合など 
ハードルが高いです 

町
の
情
報
発
信

町
の
情
報
発
信
 

町
の
情
報
発
信
 

活用されていない遊休農地
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小 林 　博  

公
営
企
業
管
理
者
 

公
営
企
業
管
理
者
 

町
長
 

企
画
財
政
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
 

問
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

社
会
教
育
課
課
長
補
佐
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

安
全
な
町
づ
く
り

安
全
な
町
づ
く
り
 

安
全
な
町
づ
く
り
 

農
業
問
題

農
業
問
題
に
つ
い
て
 

農
業
問
題
に
つ
い
て
 

 
 
下
水
道
料
金
の
値
上

げ
計
画
は
、
１０
年
間
４
億

６
９
５
４
万
１
千
円
の
増

収
分
で
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
を
減
ら
す
だ
け
で
あ

る
。
下
水
道
に
関
す
る
交

付
税
分
の
繰
入
を
明
記
す

べ
き
。
 

 　
交
付
税
以
上
は
繰
入
れ

る
計
画
で
す
。

 
 
基
準
外
繰
入
の
な
い
市

町
は
少
な
い
。な
ぜ
急
ぐ
か
。 

 　
基
準
外
繰
入
ゼ
ロ
を
目

指
し
た
が
今
は
経
費
回
収

率
100
％
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 
 
経
費
で
は
減
価
償
却

費
が
大
き
い
。
経
費
回
収

率
１００
％
は
投
資
分
ま
で
料

金
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

 　
住
民
へ
の
影
響
が
で
き

る
だ
け
少
な
く
な
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

 
 
７７
歳
の
祝
金
の
廃
止
 

・
下
水
道
料
金
の
値
上
げ

等
を
行
革
と
し
て
示
し
た
。
 

公
営
企
業
管
理
者
の
１
２

５
０
万
円
を
上
下
水
道
料

金
に
負
担
さ
せ
る
の
は
筋

が
通
ら
な
い
。
職
務
分
担

を
見
て
も
廃
止
す
べ
き
。
 

 　
行
政
改
革
大
綱
見
直
し

の
中
で
議
論
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 
 
給
食
の
無
償
化
に
重

点
支
援
交
付
金
等
の
活
用

で
の
実
施
を
考
え
て
は
。
 

 　
交
付
金
は
５
０
０
０
万

円
程
で
財
源
の
ひ
と
つ
と

考
え
て
い
ま
す
。

 
 
学
校
及
び
町
民
体
育

館
の
空
調
整
備
は
長
寿
命

化
計
画
を
見
直
し
た
と
の

こ
と
。
正
式
に
決
定
か
。
 

 　
検
討
委
員
会
で
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
民
体
育
館
の
ア
リ
ー

ナ
部
分
は
財
源
も
含
め
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
防
曇

型
へ
の
切
替
を
早
く
進
め

る
べ
き
。状
況
及
び
計
画
は
。 

 　
令
和
６
年
度
末
で
864
基

中
135
基
と
な
る
予
定
で
す
。

令
和
15
年
に
は
全
体
の
40

％
の
設
置
率
に
な
る
計
画

で
す
。

 
 
学
校
や
駅
前
周
辺
の

速
度
規
制
や
歩
道
の
安
全

確
保
な
ど
を
求
め
る
。
 

 　
部
分
的
な
速
度
規
制
は

難
し
い
で
す
が
、道
路
交

通
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ

て
い
る
た
め
、自
治
会
や
学

校
か
ら
要
望
を
上
げ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 
 
高
橋
・
板
坂
の
不
法

投
棄
問
題
の
進
捗
は
。 

 　
高
橋
は
今
年
中
に
一
部

撤
去
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
板
坂
は
相
手
側
が
上
告

し
て
い
ま
す
。今
後
の
対

応
を
検
討
し
ま
す
。

 
 
国
保
や
保
育
料
、各

種
使
用
料
等
は
。 

 　
国
保
は
、県
の
標
準
保

険
料
率
を
目
安
に
改
正
を

お
願
い
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
保
育
料
は
６
年
度
と
同

様
で
す
。

　
今
後
町
有
施
設
の
使
用

料
を
見
直
す
予
定
で
す
。

 
 
七
種
山
周
辺
の
手
洗

場
や
道
路
の
危
険
箇
所
対

策
を
。
 

 　
手
洗
場
は
対
応
し
ま
す
。

滝
ま
で
の
山
道
の
保
全
管

理
に
努
め
ま
す
。

 
 
営
農
組
織
の
解
散
問

題
の
進
捗
は
ど
う
か
。
 

 　
当
該
地
区
の
担
い
手
が

耕
作
予
定
で
す
。
営
農
組

織
か
ら
の
補
助
金
返
還
額

は
３
月
補
正
に
計
上
す
る

予
定
で
す
。

値上げより公営企業管理者の 
廃止こそ行政改革 

行政改革大綱見直しの中で議論していきたいと思います 

教
育
課
題

教
育
課
題
に
つ
い
て
 

教
育
課
題
に
つ
い
て
 

来
年
度
予
算

来
年
度
予
算
に
つ
い
て
 

来
年
度
予
算
に
つ
い
て
 

企
画
財
政
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

ぼ
う
ど
ん
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新
し
い
年
を
迎
え
、
み
な
さ
ま

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

議
員
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
年
明
け

を
過
ご
し
、
決
意
を
新
し
く
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
年
は
４
月
に
福

崎
町
議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
福
崎
町
が
さ
ら
に
住

み
よ
い
町
に
な
る
よ
う
に
、
新
し

い
風
が
吹
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
投
票
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
福
崎
町
議
会
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
ご
意
見
を
お

寄
せ
頂
け
た
ら
有
難
い
で
す
。
と

も
に
、
よ
り
良
い
福
崎
町
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

（
大
塚
記
美
代
）

委 員 長　植 岡 茂 和  

副委員長　大 塚 記美代 

委　　員　石 川 　 治  

委　　員　牛 尾 雅 一  

委　　員　河 嶋 重一郎 

委　　員　松 岡 秀 人  
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